
 

大学コンソーシアム市川産官学連携プラットフォーム 

2025 年度活動報告会 

2026 年度第 1 回共同 FD 研修会 

  「数理・データサイエンス・AI 教育と教育 DX の実践」 
 

 
 
 
 
   
  
  
 
 

 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【開催日時】 ２０２6 年８月 1 日（土） 14：00～15：40 

【実施方法】 Web 会議システム「Zoom」によるオンライン配信 

【対 象 者】 大学コンソーシアム市川参画大学及び他大学教職員等 
・職員は SD 研修会として実施します。 

・2025 年度活動報告会には、地域の皆様もご参加いただけます。 

・参加費は無料です。 

 

【プログラム】※詳細は裏面に記載 

第一部 2025 年度活動報告会（14：00～14：20）  

第二部 2026 年度第 1 回共同 FD 研修会（14：20～15：40） 

「数理・データサイエンス・AI 教育と教育 DX の実践」 
 

【申込方法】 2026 年 7 月 28 日(火)までに、以下の URL または 

QR コードよりお申し込みください。   

               https://tu.cuc.jp/tuh7x4f 

※大学コンソーシアム市川参画大学教職員は、 

所属大学の担当窓口に直接お申込みください。 
 

【問合せ先】  大学コンソーシアム市川事務局 

（〒272-8512 市川市国府台１－３－１ 千葉商科大学内 社会連携推進課） 

TEL 047-320-8667    E-mail jim-consortium-ichikawa@cuc.ac.jp 

 

【主   催】  大学コンソーシアム市川産官学連携プラットフォーム 

 

 

大学コンソーシアム市川産官学連携プラットフォームでは「2025 年度活動報告会」「2026 年度第 1 回共同 FD

研修会」を開催いたします。 

第一部の「2025 年度活動報告会」では、昨年度に実施した主な事業の活動成果について報告いたします。 

第二部では「数理・データサイエンス・AI 教育と教育 DX の実践」をテーマに、共同 FD 研修会を実施いたします。 

近年の教育現場では、生成 AI をはじめとするデジタル技術の進展を踏まえ、学修者主体の学びを実現する授業

設計や教育 DX の推進が一層求められています。本研修会では、数理・データサイエンス・AI 教育と教育 DX に関

する実践事例を題材に、学修の質向上につながる取り組みや高等教育における効果的な授業改善の在り方につい

て考える機会とします。 

視聴には事前登録が必要となります。以下の概要を確認のうえ、お申込みください。 

参加無料 

事前登録制 
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【プログラム詳細】 

全体進行：環太平洋大学 国際経済経営学部特任教授 田原 俊司 

 

 

第一部 2025 年度活動報告会（14：00～14：20） 

挨 拶 大学コンソーシアム市川 会長    千葉商科大学学長  宮崎 緑 

報告会 大学コンソーシアム市川 推進委員会委員長 千葉商科大学教授  朽木 量  

第二部 2026 年度第 1 回共同 FD 研修会  

「数理・データサイエンス・AI 教育と教育 DX の実践」（14：20～15：40） 

講演１ 

「本学における数理・データサイエンス・AI 教育と教育 DX に関する実践事例」   

     昭和学院短期大学 人間生活学科こども発達専攻     

       准教授 ／図書館・情報センター長 本蔵 達矢 
（担当科目；「子育て支援」「保育の心理学」他）  

 
昭和学院短期大学は、令和 3 年より文部科学省「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度」

の対象校になっている。今回は、認定制度に含まれる各学科専攻における科目の概要を紹介しながら、

履修者の授業評価などをふまえ、教育の質向上を目指した提案を行う。また、他の科目における教育

DX の現状を紹介しながら、新たな授業方法を考える機会としたい。 

講演２ 

「千葉商科大学のデータサイエンス教育と学生の AI 活用」   

千葉商科大学 基盤教育機構准教授 赤木 茅  
（担当科目；「情報入門」「データ活用の統計学」他）  

 
千葉商科大学では、2022 年度から文部科学省認定の「数理・データサイエンス教育プログラム(リテラ

シーレベル)」認定を受けた｢千葉商科大学・数理データサイエンス教育プログラム｣を設置し, 2025 年

度に全学必修化した。さらに同年度よりアドバンスト科目群「情報・データサイエンス」を展開し、文系学

部生が実データ分析から自身の研究発表に至る学びを設計した。本講演では、この科目群を応用基礎

レベル認定へ接続する準備の取組とともに、対面とオンデマンドを効果的に組み合わせた授業実践の

工夫、ならびに生成 AI 活用を含む文系大学の課題と展望を共有する。 

講演３ 

「全学向け数理・データサイエンス・AI 教育の実践」 

和洋女子大学  AI ライフデザイン学部教授 浅本 紀子 
（担当科目；「AI 活用入門（理論編）（基礎技術編）（実践技術編）」 他）    

 
和洋女子大学では、全学向けの数理・データサイエンス・AI 教育(MDASH リテラシーレベル認定) を

展開するとともに、2026 年度に AI ライフデザイン学部を新設した。本発表では、新学科 1 年生を対

象とした初学者向け科目「AI 活用入門」を中心に、生成 AI を活用した学習活動や実践的な授業設計に

ついて紹介する。あわせて、全学教育と専門教育を接続する教育 DX の取り組みや、今後の応用基礎レ

ベル認定に向けた展望について共有する。 

総  括 大学コンソーシアム市川 副会長   和洋女子大学学長 熊谷 優子 

●コンソーシアムとは、法人・団体などが特定の目的のために結成される共同体をいいます。 

●「大学コンソーシアム市川産官学連携プラットフォーム」は、市川市、市川商工会議所及び市川市内にある 5 大学（和洋女子大学、千葉商科大

学、東京科学大学、昭和学院短期大学、環太平洋大学）により形成され、地域の高等教育及び地域社会の発展に寄与することを目指してい

ます。 

●本 FD は、環太平洋大学、千葉商科大学が担当校として運営いたします。 


